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学生の経験を学びに変える
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→学びを生かした行動へ



効果的な学びとは？
•聞いたことは忘れる。 
•見たことは思い出す。 
•体験したことは理解する。 
•発見したことは身につく。

→実践的・主体的な学びの効果を 
最大限に活用



つながりを生かした行動 

家庭
地域
国

世界
行動

意識
個人

つながりを意識した学び

当事者としての Think globally 
Act locally 

Change personally



紛争・対立地域と所得の関係

JICA

�



所得と経済のシャンパングラス

UNDP: Human Development Report 2005
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日本の食料消費・・・
•日本人は食料の約70％，約5800
万トンを輸入しています。
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日本の食糧

•輸入している食料の約30%を捨てて
います。（約1800万トン）
•捨てている量の半分は家庭から出て
います。
•日本の家庭で捨てている量は，開発
途上国で暮らす人の約5000万人分
です。



世界の人々が日本人と同じ生活水準で 
持続的な生活を続けるためには・・・ 
　　　　　　地球が何個必要でしょう？

地球が約2.5個必要
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SUSTAINABLE SOCIETY
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Generation
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SUSTAINABLE DEVELOPMENT FOR 
FUTURABILITY

Sustainable 
Lifestyle

Sustainable 
Society

Futurability



http://www.savechildren.or.jp/news/publications/download/sdgs_child_friendly.pdf



大学生に関わること

未来づくりに関わること

= 



日本とインドネシアをつなぎ	

農山漁村の未来をつくるサーバント・リーダー養成

文部科学省 平成24年度
「大学の世界展開力強化事業～ASEAN諸国等との大学間交流形成支援～」採択

「日本・インドネシアの農山漁村で展開する6大学協働サービスラーニング・プログラ
ム」
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質問1

•経済的合理性（すべての物は金銭に換算す
ることができる）

•効率神話（すべてにおいて効率を高めるべ
きだ）

•技術がすべてを解決する

Ervin Laszlo；吉田三知世 訳（2006）
カオス・ポイント−持続可能な世界のための選択



質問2

•新しい方が良い
•正しかろうが間違っていようが自分の国を
支持する

•未来など自分にはまったく関係ない

Ervin Laszlo；吉田三知世 訳（2006）
カオス・ポイント−持続可能な世界のための選択



質問3

•自然は無尽蔵である
•世界は1つの巨大な機械である

•人生は適者生存の闘争である

Ervin Laszlo；吉田三知世 訳（2006）
カオス・ポイント−持続可能な世界のための選択



質問4

•消費すればするほどよい人間になれる
•お金を持てば持つほど幸福になれる
•経済的な目的は軍事的手段を正当化する

Ervin Laszlo；吉田三知世 訳（2006）
カオス・ポイント−持続可能な世界のための選択


